
議
案
第
四
十
四
号

専

　

決

　

処

　

分

　

に

　

つ

　

い

　

て

地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
-
第
六
十
七
号
)
表
層
七
十
九
条
第
蒜
の
規
定
に
よ
り
'
別
柾
の

と
お
｡
専
決
処
分
を
し
た
の
で
､
同
法
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
,
こ
れ
を
本
望
に
報
告
し
て
霊

を
求
め
る
｡

暗
和
六
十
二
年
四
月
二
十
七
日

三

朝

町

長

　

安

　

田

　

其

　

l

　

郎

慧
大
式
年
冒
せ
菖
東
泉
永
払

ゝ

三
朝
町
後
金
級
長
安
井
由
符

′恥
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専
釈
第
　
二
　
号

専

決

処

分

書

地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
)
-
七
十
九
条
第
完
の
規
定
に
ょ
り
'
三
朝
町

冨
健
康
保
険
税
条
例
の
蒜
-
正
す
る
こ
と
に
つ
い
て
,
次
の
と
-
専
決
処
分
を
す
る
｡

昭
和
六
十
二
年
三
月
三
十
1
日

三

朝

町

長

　

　

安

　

田

　

真

一

郎



三
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条
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こ

三
朝
町
国
民
健
康
′
保
険
税
条
例
の
1
部
を
改
正
す
る
条
例

三
朝
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
(
昭
和
四
十
五
年
三
朝
町
条
例
第
十
九
号
)
/
の
1
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
｡

弟
二
条
中
｢
三
十
七
万
円
｣
を
｢
三
十
九
万
円
｣
に
改
め
る
｡

第
十
集
中
｢
三
十
七
万
円
｣
を
｢
三
十
九
万
円
｣
に
改
め
'
同
条
撃
盲
中
｢
二
十
巧
円
｣
を
｢
二
十

万
五
千
円
｣
　
に
改
め
る
｡

附
則
第
八
項
中
｢
暗
和
六
十
l
年
度
分
｣
を
｢
昭
和
六
十
二
年
度
分
｣
竺
　
三
十
七
万
円
｣
を
r
二

I

十
八
万
円
｣
　
に
-
改
め
る
｡

附

　

則

(
施
行
期
日
)

′
　
こ
の
条
例
は
'
昭
和
六
十
二
年
四
月
1
日
か
ら
施
行
す
る
｡

(
適
用
区
分
)

J
　
改
正
後
の
三
朝
町
包
民
健
康
保
険
税
条
例
第
二
粂
及
び
第
十
条
の
規
定
は
'
暗
勅
六
十
二
年
度
以
後

_



の
華
度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
適
用
し
､
昭
和
六
十
1
年
度
分
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税
に

I

つ
い
て
は
'
な
お
従
前
の
例
に
ょ
る
｡

･
Y
)
　
改
正
､
前
の
三
朝
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
附
則
第
八
項
L
e
規
濯
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
同

一
)

条
例
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
甲
和
六
十
1
年
度
分
の
国
見
健
康
保
険
税
の
減
額
に
つ
い
て
は
'
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
｡
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